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イギリスの統計地域
――各種統計地域の定義と設定――
宍 戸   彦
１ は じ め に
イギリスにおいても統計編纂の当初から絶えず地域データへ強い関心がもた
れてきた。第１回人口センサスが１８０１年に実施（アイルランドは１８２１年から
実施）されて以降，第二次世界大戦時の１９４１年を除いて，１０年毎に本格セン
サスが行われてきた。地域のデータは，常にセンサスをはじめその他の統計活
動において最も重要で有益な統計生産物であった。政治家や住民は地域データ
を用いて自分が関わるエリアが他のエリアに比べ不利益な扱いを受けていない
かチェックし，政策立案者は地域データをローカルニーズに即した戦略を開発
するのに活用してきた。あらゆる地域分析者にとって地域データは欠かすこと
のできない客観資料であった。１９７１年からはグレート・ブリテンについて，
また２００１年からはイギリス全土について，センサスデータに基づいて地域分
類が行われるなど，各種地域レベルの統計が多方面で利用されている。歴史的
には利用できる地域データの多くは社会統計であったが，近年は地域経済統計
のニーズがますます高まっている。１９０８年に調査が行われた生産センサス
（Census of Production）を端緒に，地域経済統計が広く作成され，利用されて
きた。しかも，最近はより多様でより小さな地域について，比較可能なデータ
が要請されるようになってきた。
本稿は，イギリスの各種統計表章地域（以下「統計地域」と称する）の定義
とその導入・設定状況について，統計情報の地域的利用と関連させながら考察
する。全国を地理的に区分した実質的あるいは形式的な地域の設定は，統計の
表章に限らず，データの収集・処理・集計・保存・利用という一連の統計過程
にとって欠かせない要件である。イギリスにおいても様々なタイプの，異なる
空間スケールの地理単位が統計地域として設定されている。
統計地域の考察にあたり，まず，「地域」という用語とその概念について明
確にしておかなければならない。「地域」は，きわめて多様に定義され，わが
国では，地方，地区，区域，範域，領域，地帯，圏域など種々の用語が用いら
れ，イギリスにおいても，Area, Region, Territory, District, Division, Ward,
Borough, Parishなどの用語が使い分けられている。そして，これらに共通する
「地球表面上の限定された空間（広がり）」１）という抽象概念に適用される用語
として最も一般的に用いられているのは，わが国では「地域」であり，英語圏
では“Area”である。一方，“Region”は，政治的な実態を持つ，国よりも小
さく市町村よりも大きなスケールの空間単位を意味することがヨーロッパでは
共通認識となっている２）。しかし，わが国では，包括的抽象概念である“Area”
も特定のスケールをもつ空間的実体である“Region”もともにしばしば「地域」
と訳され混用されている。したがって，本稿においてもこの慣用に従いながら
も，とくに“Region”を明確に区分する場合は，リージョンと表記する。
イギリスはその正式名称が示すとおり，イングランド，ウェールズ，スコッ
トランド，北アイルランドという４つの countryから構成される連合王国（The
United Kingdom of Britain and Northern Ireland）であり，それぞれ独自の統計機
構と統計制度を有している。とくに地域統計については，それぞれの歴史的背
景や地域特性の影響を受けて，地域統計の種類や内容にかなりの相違が見られ
る。以下では，イングランドを中心に考察しながら，併せて他の３者について
も簡単に触れることとする。
２ 統計地域の階層
イギリスでは統計制度の発足以来，全国を分割した種々の部分地域が統計地
１９４ 松山大学論集 第１７巻 第２号
域として設定され，それに基づく各種地域統計が作成されてきた。最近は，地
域統計の需要拡大に対応して，政府統計諸機関がますます多様な空間スケール
について各種データを公表するようになってきた。１９９８年までは，行政地域
については，センサスデータを中心に全国から選挙区レベルまでの統計が作
成・公表されていた。２００３年以降は，全国から選挙区やスーパー出力地域
（Super Output Areas：SOAs）に及ぶ地域別データが地図情報とリンクしたか
たちで提供されている。さらに現在は，新しく開発された ONSの近隣地域統
計（Neighbourhood Statistics : NeSS）ウェブサイトからオンラインで，郵便コ
ードレベルの極小地域を含む各階層地域別に各種分野のデータが入手可能と
なっている。このように地理情報と国家統計３）との密接な結合によって地域統
図１ イングランドおよびウェールズの統計地域の階層
出所）www.satistics.gov.uk/census２００１/pdfs/geo_hier.pdf
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計の質と量が飛躍的に改善されたことが，最近のイギリス地域統計の最大の特
徴である４）。現在，イギリスの統計機構で用いられている主要な統計地域を一
覧すると，図１のように，広域から狭小地域レベルにおよぶ複雑な階層を成し
ている。以下において，これら統計地域の導入の背景・定義・設定目的・設定
方法等を当該地域統計利用上の意味とともに考察する。
３ 広域の統計地域
  標準統計地域
イギリスの第一義的な統計地域はリージョン（Region）であり，ほとんどの
省庁が主要統計をリージョン・ベースで提示している。もっとも地域境界は，
下層地域の境界が頻繁に変更され，それへの対応が異なるため省庁や対象分野
により必ずしも一貫していない。
地域経済の最初のデータ源である１９０８年生産センサス（Census of
Production）の統計地域は，イングランドとウェールズを合わせたエリアとス
コットランドおよび全アイルランドの３「地域」に限定されていた。その後，
データの地域区分は１９３０年生産センサスでは１０地域に，１９３５年には１８地域
に増えた。１９４８年生産調査は，スコットランドとウェールズについては別掲
するよう規定された貿易統計法（Statistics of Trade Act,１９４７）のもとで実施さ
れ，地域の数は標準地域と称される１１地域に減り，しかも北アイルランドは
カバーしていなかった。１９６３年生産調査まではこの標準地域が用いられ，経
済統計以外の多くの統計においても使用された５）。
多くの統計目的について，１９９６年までの３０余年間にわたり UK内で一般的
に用いられてきた統計地域は標準統計地域（Standard Statistical Regions :
SSRs）として知られているものである。この統計地域は経済省が創設した経
済計画評議会（Economic planning Councils）をベースに設定され，イングラン
ドの８つの地域とスコットランド，ウェールズ，北アイルランドから成る。１９７４
年の地方自治再編に際してはカウンティ境界の変更を反映して大幅な修正が行
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われた。１９７０年代末には政権交代にともない特定の地域にのみ適用される国
家政策は撤廃されたものの，標準統計地域は多くの情報について全国区分デー
タを表章するベースとして継承され，とくに時系列の継続性を保つため，他に
広く受け入れられた地域区分がないままに引き続き用いられてきた。これら地
域のうちで South Eastは人口，経済面ともずば抜けて大きく，しかもロンドン
とその周辺カウンティを含んでいるので，ロンドンは正式には標準統計地域で
はないものの，どの公式統計においてもリージョンと並ぶ South Eastの部分地
域として別掲されている。また，標準統計地域は欧州共同体の地域分類の NUTS
１を形成していた。しかし，後述のように，標準統計地域は，１９９６年４月以降
は一部の時系列データを除き，地域総合局地域によって代替されることとなる。
  地域総合局地域
政策や行政分野で最近最も増大している地域統計の利用は，イングランド内
の地域総合局（Government Offices for the Regions）の設置の結果として生じた
ものである。１９９４年４月に開設された地域総合局は，それまで別々に行われ
ていた各省庁の政策やプログラムを統合調整して管轄地域に適用している６）。
さらに，この９つの地域総合局と同じ地域割に，１９９９年４月に独立の公共機
関である地域開発公社（Regional Development Agencies : RDAs）が（ロンドン
地域開発公社は２０００年の GLA創設後に）設立され，国の地域機能執行の一
体化，効率化が図られている。従来は多くの機関で縦割りに執行されていた権
限と予算を地域開発公社に集中し，策定された地域戦略に沿って，管轄区域全
域における総合的な経済開発を先導する役割を果たすこととなった。なお，
（２００５年６月時点では，）イングランド内のリージョン・レベルの地方政府は
存在しないが，地域再生政策に関わる開発計画については，国が関係諸機関と
の協議を経て地域総合局の管轄する地域別に地域計画指針（Regional Planning
Guidance Notes : RPGNs）を策定し，当該地域内の地方自治体はそれに基づい
て地方計画（Local Plan）を作成することが義務付けられている。
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政府は目下，国，地域，カウンティ，ローカルレベルと最大４層にわたる現
行の計画策定過程を一層の地域開発フレームワーク（Local Development
Framework）と呼ばれる新しい計画制度に改め，ロンドン以外の８つの地域議
会（Regional Assembly）を創設してより広域の地域空間戦略（Regional Spatial
Strategies）策定の任を担わせることを提案している７）。地域議会は経済開発や
土地利用計画等の主に１０分野に関する権限を有し，策定した戦略を実現でき
るよう，財源を分配する権限を持つとされている。地域議会は一層制自治構造
の地域においてのみ設置され，ユニタリー・オーソリティとの二層制の構造と
なる。したがって，現に二層制の地域では一層制へ再編したうえで地域会議が
設置されることになる。ところが，２００４年に可決された地域議会設置のため
の住民投票法に基づき，２００４年１２月４日 North Eastで実施された住民投票に
おいて，「設置反対」が多数を占めた。その結果，他の地域での住民投票は中
止され，近い将来に地域議会が設置される見込みはなくなった。
かくして，今や地方分権により権限委譲を受けた授権自治体，地域開発公社，
地域総合局がリージョナル統計の最大の利用者であり，国家統計局および政府
統計機構（GSS）はできるかぎりそのニーズに応じて統計サービスを提供する
責務を負っている。地域データをリージョン・レベルで提示する場合の統計地
域は，１９９６年４月からは地域総合局地域（Government Office Regions : GORs）
が基本とされ，現在は一部の時系列データが従来の標準統計地域で表示されて
いるのを除き，ほとんどのリージョナル統計は地域総合局地域ベースで表章さ
れている。イギリスの全域を比較する統計では，このイングランドの９つの地
域総合局地域とともに，スコットランド，ウェールズ，北アイルランドが並置
され，EUの地域分類における NUTSレベル１を構成する８）。なお，地域総合
局地域は域内の地方行政区域を積み上げて設定されるため，毎年度末の行政区
域の境界を反映して改訂される。地域総合局地域の名称と境界は，図２
（２００４．３．１１最終改訂）に示される通りである。
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  地方行政区域
１） 地方自治体における地域統計の利用
いずれの国においても，統計の大部分は行政上の利用を主目的に作成された
図２ 地域総合局地域（GORs）
注）スコットランドおよび北アイルランド，ウェールズは地域総合
局地域ではないが，イギリス全域の統計を表示する場合は併記す
るのが通例である。
出所）www.satistics.gov.uk/geography/download/GB_GOR_A４.pdf
イギリスの統計地域 １９９
政府統計であり，主たる表章地域単位は必然的に行政地域（Administrative
Area）ということになる。イギリスではとりわけ行政目的との関連が強く，圧
倒的多数の統計は国の地域政策の対象地域や地方行政区域を単位に表章されて
いる。
国の各省庁および地方自治体（Local authority）における地域統計の利用は
枚挙に暇がない。ここでは，行財政管理上の特異な地域データの利用について
触れておきたい。１９７０年代末からの保守党政権の下で，国の政策のほとんど
は特定の地域よりは，むしろ特定の社会グループ，あるいは特定の産業に向け
られた。しかし，グレート・ブリテンのいくつかのエリアは，国の援助政策が
適用される被援助地域（Assisted Areas：AAs）あるいは EU構造基金による支
援地域に指定され様々な優遇措置がとられてきた。対象地域の指定は，雇用と
失業状態，職業構造，人口密度，人口移動，一人当たり GDP等の指標を基準
に，その空間的単位は職業紹介所区域や自治体行政区域あるいは通勤圏
（TTWAs）をベースにして行われた。「AAs地図が，いかなる基準で，どの地
理的範囲をカバーする形で確定されるか，これがつねに，イギリスの地域政策
論議の一大焦点となってきたのである」９）。ここに，各種地域単位について，
諸要素の現状を客観的に示す地域統計が常に要請される政治的・経済的・社会
的事情があった。
イギリスの地方自治体は，わが国と同様に，中央政府からの各種補助金と地
方税の徴収で財政を賄っている。地方財政制度はしばしば変更されながらも，
その枠組みの中で常に地域統計が利用されてきた。現行制度では，中央政府は
各地方自治体への地方交付金額を決定するに当たり，その算定基準となる標準
支出査定額（Standard Spending Assessments : SSAs）をすべての地方自治体に
ついてリージョンないしローカルレベルのデータに基づいて算出している１０）。
ここでも客観的な行政区域別データが経常的に利用されている。
さて，イギリスにおいては歴史的に地方自治制度の改変が幾度も行われ，行
政区域はめまぐるしく変化している１１）。行政区域の度重なる変更は地域統計の
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自治体間のあるいは時系列的な比較を困難にし，代替的な統計地域の設定が要
請される背景となっている。以下において，地方自治制度と係わらせながら統
計表章単位としての地方行政区域の現状について概観する。
２） カントリー
イギリスの地方自治制度は，全国画一的な日本の地方自治制度と異なり，地
域毎に多様なシステムが制度化されている。まず，現代のイギリスはイングラ
ンド，スコットランド，ウェールズ，北アイルランドという４つのカントリー
（Country）から成る複合国家であるということである。従来，スコットラン
ド，ウェールズ，北アイルランドについては，国の省庁であるスコットランド
省，ウェールズ省，北アイルランド省とその長で国務大臣である各担当大臣に
より管轄され，地方再編もこれらの省によって実施された。しかし，１９９７年
の労働党政権誕生により地方分権が一挙に進展した。
１９９９年にスコットランド議会（Scottish Parliament）とウェールズ国民議会
（The National Assembly for Wales）が創設されて以後は，両省のほとんどの権
限・機能はそれぞれの議会とその執行機関である内閣に委譲された。北アイル
ランドについては，１９９９年１２月に議会と諸機関が創設され権限委譲された
が，２００２年１０月北アイルランド相は北アイルランド議会を停止し，北アイル
ランドは直接統治に戻り，北アイルランドに所属する権限・職務は再び北アイ
ルランド省に移管された。これら授権政府（devolved government）の統計部局
と協力してその統計ニーズに対応することが，国の統計機関の新たな役割と
なった。
３） カントリー内の行政区域
次いでカントリー内をみると，グレート・ブリテン内の地方自治制度
は，１９７０～９０年代に政権交代に伴う度々の構造改革を経て，現在のところ対
照的な２つの構造になっている。
１９６０年代初期には，イギリスの自治制度は二層制（two-tier administrations）
で，カウンティ（County）を基礎に，その下層にディストリクト（District）あ
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るいは地域により市行政区（municipal boroughs）・カウンティ・バラ，農村
ディストリクト，都市ディストリクトが混在していた。１９６５年にロンドン周
辺のカウンティを統合してグレーター・ロンドン（Greater London Council）が
創設され，その下層にバラが置かれた。１９７４年には同様の二層構造がイング
ランドおよびウェールズにも導入され，シャー・カウンティと呼ばれる上層自
治体とその下層にディストリクトが置かれた。そのうち高度に都市化された６
つのカウンティは大都市カウンティ（Metropolitan County），その下層は大都市
ディストリクト（Metropolitan District）と呼ばれ，それ以外の地域は非大都市
カウンティ（Non-Metropolitan County），非大都市ディストリクト（Non-
Metropolitan District）と呼ばれている。スコットランドにも同じ構造が１９７５年
に導入されたが，上層自治体はリージョン（region）と呼ばれている。一方，
北アイルランドは１９７３年に完全二層制から一層制へ転換した。１９８６年，サッ
チャー政権によりグレーター・ロンドン・カウンシルと６つの大都市カウン
ティは廃止され，バラとディストリクトによる一層制自治体が実施された。もっ
とも，グレーター・ロンドンは廃止後も引き続き統計報告などの目的に広く利
用された。非大都市圏（Non-Metropolitan Area）では，従来通りの二層制シス
テムが維持された。
１９９０に誕生したメージャー政権は，イングランド地方自治委員会（Local
Government Commission for England）を設置し，大都市圏以外の地域の３９カウ
ンティと２９６ディストリクトから成る二層構造を一層制へ再編することを目指
した。１９９５年から１９９８年の間に多くの地域で一層制自治体が設置されたもの
の，紆余曲折を経て，結果的に現在のイングランドでは以下の異なる種別の地
方自治体が混在することとなった。二層制がなお存続している地域では，広域
自治体である３４のカウンティ・カウンシル（そのうち２０カウンティでは二層
制と一層制ユニタリーが混在する）と基礎自治体である２３８のディストリク
ト・カウンシルが地域機能を分担している。一方，一層制地域では，非大都市
圏における４６のシャー・ユニタリー・オーソリティ（Shire Unitary Authority）
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と３６の大都市圏オーソリティ（Metropolitan Authority）および３３のロンドン・
バラ（３２の London Boroughと City of London）が当該地域の全地方行政機能
を担っている。さらに２０００年に，ブレア政権によりロンドン全域を広域的に
管轄するグレーター・ロンドン・オーソリティ （ーGreater London Authorities：
GLA）という新たな機関が別途設置されている１２）。
また，スコットランドでは，スコットランド省主導の下に，１９９６年４月に
従来の二層制９リージョン（Regional Councils）と５３ディストリクト（District
Councils）から一層制へ移行し，２９のユニタリー（Unitary Authority）と３つ
の島嶼自治体（Islands Councils）が設立された。同様にウェールズでも，従来
の二層制の地方自治体（８カウンティと３７ディストリクト）に代わって一層
制自治体である２２のユニタリーへの移行が行われた。
一方，北アイルランドでは，１９７３年に地方自治体の構造改革が行われ，２６
の一層制自治体であるディストリクト（District Councils）が設立され現在に至っ
ている。
４） パリッシュ
パリッシュ（Parish）は，教会の教区を起源とする半独立的な性格を持つ最
下層の法律上の地方自治体であり，その多くは独自のカウンシルを持ち地方自
治法で定められたごく限定的な機能を担っている。イングランドでは主に地方
の田園部ではパリッシュ，都市部ではタウンと呼ばれている。パリッシュは普
段に統計単位として利用されているわけではなく，むしろ潜在的な統計地域で
ある。パリッシュは地方自治体の境界内にあり，ディストリクトやユニタリー
の境界変更の影響を受けるが，選挙区境界に正確に接合するように置かれてい
るわけではない。また，カウンティの中でもパリッシュがある地域と置かれて
いない地域があるので，国家統計を作成・公表する地域単位としては今のとこ
ろ不適格である。パリッシュは近年増加傾向にあり，２００３年４月１日時点で
イングランドに１０，３９７のパリッシュがあり，多くのパリッシュは，後述する
選挙区と同サイズであるが，幾つかのパリッシュは数個の選挙区を含んでいる
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場合もある。
ウェールズでは，１９７４年まで存在していたパリッシュが廃止されコミュニ
ティが導入された。コミュニティはユニタリー・オーソリティ境界と接合して
設置され，ウェールズ全域をカバーしているので，統計単位としての潜在的利
用可能性は大きい。８６８のコミュニティのうち７３５コミュニティは議会を持ち
イングランドのパリッシュ・カウンシルと同様の機能を担っている。スコット
ランドにもコミュニティはあるが，議会は行政権を持たず，住区の意向を自治
体に伝える役割を果たしている。北アイルランドには同様の行政単位はない。
  保健医療地域
保健医療地域（Health Areas）は，国の保健医療行政を担う地方諸機関の管
轄区域である１３）。イングランドとウェールズでは医療は国民医療保健サービス
（National Health Service : NHS）として中央政府（保健省）の一元的な管理の
下で提供され，その地方組織である保健局（Health Authorities : HAs）や初期
医療トラスト（Primary Care Trusts : PCTs）が全国に配置されている。スコッ
トランドでは１９９７年の分権実施で，スコットランド自治政府（保健省）が，
また，北アイルランドでも同年の権限委譲により北アイルランド自治政府（保
健・社会サービス・公共安全省）が所管している。
保健局は，医療実施管理部門であり，２００２年に９５局からより規模の大きい
２８の戦略保健局（Strategic Health Authorities : SHAs）に統合された。この戦略
保健局は，保健医療サービス戦略の開発および管轄区域の保健医療サービスの
質と諸組織の成果の向上を図ることを目的とし，主に初期医療トラストおよび
NHSトラストの管理責任を負っている。初期医療組織であるトラストは，独
立した NHSの法定組織であり，全英に３００の初期医療トラストと３つの医療
トラストが配置され，地方自治体等と連携して地方の保健サービスを計画・保
障し，健康管理等を行っている。一方，一般医などのサービスを除くほとんど
の保健医療サービス（第二次医療）は，多くの市町村にある NHSトラストと
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通称される医療機関（正式には国民医療保健サービス基金 National Health
Service Trusts）を通じて提供されている。
統計地域としての保健医療地域は主に人口センサスで用いられ，２００１年セ
ンサスでは全調査項目について主要統計が上記の保健管理地域（Health
Administration Areas）別に集計され，報告書には約３７５のセンサス変数が３５０
以上の保健医療地域に対して提示されている１４）。イングランドとウェールズの
保健医療地域には，イングランドの戦略保健局地域とそれを区分した初期医療
トラスト（および医療トラスト）地域，ならびにウェールズの地方保健局地域
（Local Health Boards）が含まれる。これら地域の境界は２００２年末に法的に画
定されたものであり，ほぼ地方自治体の境界に沿っている。なお，センサス報
告書には広域統計として地域総合局地域別の統計が掲示されているが，戦略保
健局は必ずしも地域総合局地域の区域内に収まるように置かれているわけでは
ない。スコットランドと北アイルランドのセンサス結果についても，ほぼ同形
式の統計表が公表されている。
  都市と農村地域
農村と都市地域（Rural and Urban Area）については，これまで政府諸機関
で様々な定義が用いられ，それらは政策目的やアプローチの違いにより相対立
し，諸々のニーズを満たす唯一最適な定義は見出しえないでいた。２００１年，
副首相府（Office of the Deputy Prime Minister : ODPM）は「都市農村白書」の
フォローアップ過程で，行政目的や統計報告に用いられる農村と都市の定義に
ついて広範な見直し作業を行った１５）。このレビューは，農村と都市の定義に対
する様々な行政ニーズを検討する一方で，各省庁で利用されている個々の定義
の長所と短所を評価して，広範なニーズを満たすとみなされる１組のコア定義
を提示した。しかし，コア定義は様々な異なる基準に基づいているため長期的
利用には適さないことも明らかにして，農村と都市地域の定義についてさらに
取り組むべき方途を提唱した。
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これを受けて２００２年初めに，農村と都市地域の諸概念を調整し新たな汎用
分類を作成するための新しい共同プロジェクトが，国家統計局および環境・食
料・農村地域省（DEFRA），副首相府，田園公社（CA），ウェールズ議会の後
援で立ち上げられた１６）。先行研究を基に，副首相府により「都市地域は人口
１０，０００人以上の居住地（settlements）」で，それ以下の居住地，それ以外の居
住地は農村地域であると定義された。国家統計局はこの基準を満たすイングラ
ンドとウェールズの全居住地について，２００１年センサス調査結果を集計・編
纂し，都市基本統計として公表した。分類方法は，基本地域単位である出力地
域（OAs）を，その域内人口の過半数が人口１０，０００人以上の居住地内に属す
るか否かによって都市と農村に区分し，都市 OAsをビルディング・ブロック
として都市居住地が組成された。
農村地域についても，従来の社会経済基準に替えて居住地を基礎とするアプ
ローチが採用されたものの，農村政策との関連でより適切な定義が要請され，
さらに詳細で実態的な農村地域分類の検討が重ねられた。その結果として新た
に定められた現行の一般分類における農村地域の設定手順の大枠は次のようで
ある。まず，郵便コード情報と副首相府が定めた居住地ポリゴンを使って，個々
の住所をイングランドとウェールズを網羅するグリッドの約３千５百万のセル
（各セル１ha）毎に捕捉して，各セルの平均居住密度（土地利用の代理変数）
を求め，各セルの「居住プロフィール」を作る。次に，グリッドを基礎に形成
されたセンサス出力地域（COAs）を，居住地との関連すなわち各 COA内の
住民が各種居住地内に属する割合によって「居住地タイプ」別（散在住居，集
落，村，田舎町，都市周辺部および都市）に区分するとともに，居住密度をよ
り広い範域について平均して人口の「希薄度」（sparsity）を求める。この２つ
の基準によって COAsは二段分類される。この COAsを積み上げて形成される
都市居住地は希薄度別に，それ以外の農村居住地は第一段階で希薄度別に分
け，さらに居住地タイプ別に二段分類される。同様に，後述するスーパー出力
地域や統計区の希薄度別・居住地タイプ別分類もその域内に含まれる分類済
２０６ 松山大学論集 第１７巻 第２号
COAsを組成して設定される１７）。
この都市／農村地域の一般分類方式の下で，実際に居住地フレームワーク・
グリッドを分類のベースに用いて，COAsおよび２００３年統計区がその内容（希
薄度）と形態（居住地タイプ）により分類され，それを基にセンサス地域統計
区（CAS区）および中・下層スーパー表章地域の都市／農村分類が編成され
公表されている。この新分類は，国家統計の標準分類として正式に認定され，
各省庁の全てのデータベースに適用されるべきこととされている。
４ 狭域の統計地域
  ウォード
１） 選挙区
選挙区（Electoral Wards/Divisions）は，法定区（Statutory Wards）とも別称
される，地方政府議会議員の選挙区域であり，イングランドの大都市・非大都
市ディストリクト，ユニタリー・オーソリティ，ロンドン・バラ／シティ，ウェ
ールズのユニタリー・オーソリティ，スコットランドのカウンシル・エリア，
北アイルランドのディストリクト・カウンシル・エリアの議員選挙で用いられ
ている。イギリスでは各行政レベルごとに異なる選挙制度と選挙地域が用いら
れるため，選挙区は複雑である。国会議員選挙区（Westminster Parliamentary
Constituencies）は標準選挙区を基礎単位として地方自治体をベースに定めら
れ，総選挙の度に境界の見直しが行われる。ヨーロッパ議会選挙には，２００４
年から地域総合局地域 GORsの境界に基づいて区割りされる選挙地域
（European Electoral Regions : EERs）が用いられている。イングランドのカウ
ンティ・カウンシル選挙は唯一標準選挙区を用いず，別個のより広域の選挙区
（County Electoral Division）を用いている。
標準選挙区は，イギリス全土をカバーするとともに，必然的にこれをビルディ
ング・ブロックとしてその上層の行政区域が形成される。また，選挙区は NUTS
地域や保険医療地域などの他の多くの地理区画を設定する基礎単位として利用
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されている。そこで，選挙区は伝統的に地方統計（local statistics）を収集・公
表するための標準的な地域単位として常用されてきた。しかし，ウォードには
統計地域としてはいくつかの問題がある１８）。まず，ウォード内住民数の全国平
均は約６，０００人であるが，各ディストリクトの規模のバラツキが大きいので選
挙区規模のバラツキも極めて大きく，住民数が１，０００人以下から３０，０００人を
超えるものまである。多くのウォードは小地域レベルの分析には大きすぎる
し，逆に幾つかの小規模ウォードは秘密保護に支障がある。また，規模のバラ
ツキが大きい選挙区による全国的な地域間比較には限界がある。さらに，選挙
区の地理区画は本来選挙用に設定されるものであり，選挙の公平性を保持する
ため，選挙区の人口規模や有権者／議員比率を基準に，地形地物やコミュニティ
境界等を考慮しながら，定期的に境界の見直し変更が行われる。選挙区境界の
変更は，通常地方選挙に合わせて毎年５月第１木曜日に行われ，数年間のうち
には数百の選挙区が影響を受ける。とくに，２００２年には１，５４９以上（イング
ランドとウェールズの９，１６０区の１７％）の境界変更が生じた。したがって，
選挙区単位で表章されたデータの異時点間での加工は困難であり，信頼性のあ
る時系列を作成したり，政策変更に伴う時間的変化を正確に測定することが困
難であった。
２） 統計区
２００３年には国家統計全体について，選挙区の度々の境界変更の統計的影響
を最小限に抑えるために「統計区」（Statistical Wards）が導入された。イング
ランドとウェールズについては，年末までに公布された選挙区の境界変更を取
り入れて翌年４月１日に統計区が設定され使用されることになった。ただ，境
界変更の公布日と施行日の時間的ズレのため，各年次の統計区の範域と正規の
選挙区域はしばしば異なる場合がある。２００３年統計区は，同年５月現在の選
挙区に基づいて設けられたが，そのうち２８の自治体については２００４年６月ま
で施行されなかった境界変更を含んでいる。また，２００４年統計区は前年末ま
でに公布された分であり，２００４年６月の境界変更のうち前年末までに公布さ
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れなかった変更は反映していない１９）。この変更分は２００５年統計区に取り込ま
れることになる。
３） センサス地域統計区
センサス地域統計区（Census Area Statistics（CAS）Wards）は２００１年セン
サス結果の表章に用いられ，その一部は近隣地域統計 NeSSのウェッブ上で利
用できる。２００１年センサス地域統計区は，秘密保護上のリスクを避けるため，
イングランドでは住民１００人以下または世帯数４０以下の１８の最小区が他の区
に併合されたことを除けば，２００３年統計区と同じものである。センサス地域
統計区の総数は，イングランド７，９６９区，ウェールズ８８１区となっている。
スコットランドには，最適出力地域から組成された１，２２２のスコットラン
ド・センサス地域統計区（住民５０人，２０世帯のミニマムサイズの区を含む）
がある。北アイルランドの２００１年センサス表章にはセンサス日に存在する５８２
選挙区が用いられ，上記の表章区の閾要件は適用されなかった。なお，スコッ
トランドと北アイルランドのセンサス集計には，国家統計局標準と異なる区コ
ードが使用されている。
４） 標準表区
標準表区（Standard Table（ST）Wards）は，２００１年センサス標準統計表に
用いられた区域であり，同表上での秘匿性を保つため，小規模なセンサス地域
統計区を併合したサブセットである。２００１年センサスでは，イングランドと
ウェールズで総計１１３のセンサス地域統計区が併合され，標準表区の総数はイ
ングランド７，９３２区，ウェールズ８６８区となっている。スコットランドには同
様の最小サイズ基準を満たす１，１７６標準表区があるが，必ずしも正確にセンサ
ス地域統計区の境界と対応していない。北アイルランドでは，区レベルの統計
はディスクロージャ基準に適合する９つの準統計区について公表することが決
定され，標準表区は設定されていない。
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  センサス調査区
調査区（Enumeration Districts : EDs）は，調査組織の運営と管理を円滑に行
い，実地調査において各調査員が調査票の配布と回収を効率良く正確に実施で
きるように設定された形式的な最小地域単位である。１８４１年以来，センサス
調査区はグレート・ブリテンで，もっぱらデータ収集に用いられてきた。１９６１
年に初めてデータが調査区レベルで公表され，以後１９９１年まで調査区が小地
域統計表章の基礎単位区として利用されてきた。一時的（１９７１年と１９８１年）
にメッシュ統計が公表されたものの，標準的な地域表章の方法は調査区をウォ
ードやディストリクト，カウンティのレベルに単純に積み上げ集計したもので
あった。
１）１９９１年調査区
１９９１年センサス調査区は，広さ，密度，地形地物，世帯数，住居形態など
を勘案して，各調査員の作業労働負担がほぼ等しくなるように設計された。ま
た，１９９１年調査区はデータの収集と統計表章の両方に用いられたので，調査
区がウォードやパリッシュ／コミュニティなどのローカルレベルの行政区域に
接合することも重要な要件であった。これら要件を考慮して事前に定められた
設計原則にしたがって手作業で大縮尺の陸地測量地図（Ordnance Survey Map）
上に境界を描いて，イングランドとウェールズに１１６，９１９の調査区と４，８４０の
特別調査区が画定された。調査ではいったん調査区別に計数を行ったうえで，
データ公表上の秘密保護閾である５０人／１６世帯未満であることが判明した
「制限」調査区（“restricted”ED）については，住民数と世帯数の合計を除く
計数値は隣接調査区に合算する措置がとられた。１９９１年センサスでは，上記
の調査上の要件に配慮した結果，調査区の６８％が更改され，しかも，１９９１年
調査区は基本単位区として都市地域等の画定に用いられたものの，統計表章地
域としては人口規模のバラツキが大きく，社会的同質性に欠けるという難点が
あった。また，調査区と郵便コード地理区画との接合については，早くから検
討されたものの，約１７０万の全桁郵便コード（最下位コードに約１４の住所が
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含まれる）の境界を設定する費用と時間の制約から断念された。一方，スコッ
トランドでは，手作業で数値化された単位郵便コード境界が入力されたファイ
ルがすでに作成されていたので，１９９１年センサスの地理設計に利用され，郵
便コードベースのセンサス地理が創られてその後も引き続き有効に活用されて
いる。
２）２００１年調査区
２００１年調査区の設計においては，地理情報システム（GIS）やデジタル・マッ
ピング・システム（ADDRESS-POINT）などの各種最新情報システムが導入さ
れ，コンピュータを駆使して郵便コード住所，行政区域境界線，１９９１年調査
区境界などとの調整が行われた。その結果，１１６，８９７調査区についての境界線
とその空間的位置情報を数値データとして格納した新しい調査区データベース
が完成した。これに調査日当日まで最新の住所情報による更新を行って，各調
査員に一枚の適宜なスケールの調査区地図と調査対象の住所リストが記された
記録簿が配布された。さらに，このような技術革新に加えて，データ収集（調
査区）と統計表章の地理を分離したこと，ならびに One Number Census２０）と呼
ばれる過小計上や脱漏などによる人口と世帯数のブレを制御するための手順を
取り入れたことにより，２００１年センサス地理システムは格段に改善された。
もっとも，日本ではすでに１９９０年国勢調査の調査区設定に際して，日本全
土に約１７０万の「基本単位区」が設定され，その境界を数値入力したコンピュ
ータ・ファイルと GISを結合して調査区境界図が作成されていた。この Census
Mapping System : CMSと呼ばれる統計地理情報システムの完成により，基本
単位区別集計結果を基礎に調査区境界図ばかりでなく任意の地域について統計
を編成し，それを地図として表現することが可能となり，１９９５年国勢調査で
は，統計情報研究開発センターを通して基本単位区別データを編集した“町丁・
字”別統計が作成・提供されている２１）。
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  センサス出力地域
センサス出力地域（Census Output Areas : COAs）は，人口センサスの結果
を出力するために設定されたごく小さな形式区域であり，日本の基本単位区に
あたる。イングランドとウェールズの１７５，４３４のセンサス出力地域は，ウォー
ドやパリッシュの境界に完全接合しており，これを基礎ビルディング・ブロッ
クとして積み上げることにより任意のより広域の，たとえば統計区，パリッ
シュ，保健局地域等のデータを自由自在に編成することができる。１つの出力
地域は，標準で約１２５世帯から成り，最小限１００人／４０世帯という秘密保護
閾がある。センサス出力地域は，すべての統計地域の基礎であり，イギリスの
統計地域の最も特徴的で先進的な部分である。以下において，センサス出力地
域の導入の経緯と設定方法についてやや詳しく見ておこう２２）。
２００１年センサスでは，情報インフラの整備を背景に，調査区とは別に調査
結果を表章する極小地域を創設することが決定された。出力地理の設計は調査
区用に開発された GISデータベースを基礎に行われたが，調査区を統計表章
に用いる場合の難点であった制限調査区，郵便コードとの接合，人口の規模と
社会的同質性，地形などについてできるだけの改善を施し，明示的にデータ公
表を目的とする新しい地理の作成が行われることになった。
１） 単位郵便コードポリゴンの形成
センサス出力地域設計の事前準備として，Thiessenポリゴン及び ADDRESS-
POINTと地形データを用いて，イギリス郵政公社（Royal Mail）の単位郵便コ
ードポリゴンについてデジタル化された境界図データベースが作成された２３）。
まず，GISを使って１つ１つの住所位置を囲む小さな人工ポリゴンを作り，主
要道路や水路などの地形データならびにウォードやパリッシュ等の行政区域と
の交差調整を行いながら，これら単位郵便コードを共有する小ポリゴンを合体
して１組の合成単位郵便コードポリゴンが形成された。調査対象の計数・割付
過程では，個票データは住所と連結され，単位郵便コードポリゴンごとに集計
される。そして，これらの単位郵便コードポリゴンがセンサス出力地域設定の
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ビルディング・ブロックと成り，さらにその上層のウォードやパリッシュの境
界内に正確に収まるように形成された。
２） センサス出力地域境界の自動設計
単位郵便コードポリゴンから，人口規模や地形等々の要件を調整しつつ出力
地域の境界を画定するにあたっては，自動境界設定手順（automated zoning
procedure : AZP）と呼ばれるコンピュータ手法が採用された。まず，隣接する
郵便コードポリゴンを合体して秘密保護閾を超える人口規模を有する出力地域
を造成するために，AZPアルゴリズムを用いて，ランダムに隣接出力地域間
で郵便コードポリゴンを入れ替えてすべての可能な組み合わせをテストし，目
標人口と出力地域人口との偏差平方の総和が最小となる組み合わせを最適解と
して選定する。こうして設定された出力地域は，特定した人口閾を超え，出力
地域間で人口計数の割り振りが必要ないばかりでなく，１９９１年調査区に比
べ，範域が狭く，より同質性が高く，センサス分析のビルディング・ブロック
としての柔軟性が高いという長所を具えている。
３） 同質性の測定
２００１年出力地域の設計において特徴的なのは，地域内の社会的同質性が勘
案されていることである。社会的同質性は，ローカルなサービス計画や資源配
分との関連でセンサス利用者からの関心が強く，出力地域をベースに近隣地域
統計 NeSS用のスーパー出力地域を組成し利用する場合に重要な意味をもつ。
ゾーンの自動設計にあたっては，同質性の統計的測度として，対象地域内の諸
変数の値の類似性を測定する地域内相関（intra-area correlation : IAC）が適用
される。各地域内の各世帯の変数（例えば住宅所有形態）が K個のカテゴリ
ーを持つとき，個別カテゴリー（例えば自己所有）の類似度を示す地域内相関
は下式で与えられる２４）。
                        
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ここで，  は人口規模のバラツキを調整した， 個の地域単位の平均人口， は地域単位 の人口，は全地域内のカテゴリー kに属する人口の割合，は地域単位 内のカテゴリーに属する人口の割合である。
そして，対象変数の各カテゴリーの地域内相関 を，全カテゴリーについ
て合算した全地域内相関 は次式で求められる。          
この地域内相関が最大となるように，すなわち当該変数について出力地域全域
における単位郵便コード間のバラツキは最大で，出力地域内の郵便コード間の
バラツキは最小となるように出力地域境界が区画され，その他の地域デザイン
と比較調整される。実際の地域設定では，予備作業で最も高い同質性を示した，
住宅所有形態（４カテゴリー）と住居形態（７カテゴリー）を均等ウエイトで
結合した全地域内相関が採用されている。
４） 形状の測定
出力地域の設計では出力地域の形状についても AZPを用いて統計的数値制
御が行われている。出力地域の形状は，コンパクトであることよりも郵便コー
ド（個々の集落）の散らばりを重視し，各郵便コードの重心とそれが属する出
力地域内の全郵便コードの重心の平均値との距離が最小になるようにコントロ
ールされている。郵便コードの重心は，所与の郵便コードポリゴン内に属する
住所の平均位置（住所の分布の平均）を表しているので，住所でウエイト付け
した空間的平均すなわち平衡点でもある。
５） その他統計地域とのマッチング
出力地域に限らず統計地域の設定における基本問題は，複数の地域単位間で
境界が異なる場合のデータの同定（matching）である。１９７１年と１９８１年セン
サス間では，環境省用に不変な境界で区分した小地域の設定が試みられ，両年
の調査区を連結して同一の境界を有するいわゆるセンサス・トラクトが設定さ
れた。しかし，１９９１年センサスについては同様の試みが行われなかったため，
２１４ 松山大学論集 第１７巻 第２号
小地域レベルで１９８１年センサスとの間でデータ比較を行うための代用法とし
て，推定作業により１９９１年調査区データを１９８１年ウォードに割り付けた参照
表が作成されている。もとより，この参照表は唯一の継続的な「最良適合」区
域を画定するシステムではない。２００１年センサスで求められたのは，住所レ
ベルの計数を直接に任意の区域に割り当てることができる境界画定システムで
あった。多くの検討を経て，２００１年センサス出力地域設定で採用されたのは，
AZPアルゴリズムに２組の区域間の同定度（degree of match）（人口ターム）
を目的関数として組み込んで，１９９１年と２００１年センサスの小地域（例えば
１９９１年調査区と２００１年出力地域）から形成される「最良同定トラクト」（best
matching tract）を定め，さらにビルディング・ブロックとしてのその２組の区
域の交差を吟味するという方式である。この方式の優れた点は，センサス地域
間ばかりでなくセンサス以外の地域との間で，任意の規模の地域結合について
数量的に最良同定区域が求められるということである。
  スーパー出力地域
スーパー出力地域（Super Output Areas : SOAs）は，小地域統計の収集・公
表を改善するために設計された新しい統計地域である。スーパー出力地域は当
初は近隣地域統計 NeSSウェッブ上で利用するために導入されたものである
が，やがては国家統計全体の標準統計地域とすることが企図されている２５）。前
述のように，選挙区は規模のバラツキが大きくしかも境界が変動するため，全
国的・時間的な比較には不適であり，また，小規模選挙区については秘密保護
の必要からデータの公開ができないという問題がある。そこで，ほぼ選挙区と
同一サイズで，その境界も変更されないような地理区画を開発することにな
り，自動境界設定方式により２００１年センサス出力地域 OAsを結合して，スー
パー出力地域 SOAsと呼ばれるやや広域の標準ビルディング・ブロックが創ら
れることとなった。この SOAsは，ほぼ同一の人口規模をもち恒久的な境界に
よって区分された区画であるという点で，日本の「国勢統計区」やアメリカ合
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衆国「センサス・トラクト」と同種の統計地域である。
SOAsは，全国的な地域比較や時系列比較あるいは地域政策の経年的モニタ
リングのための地理的ベースとしての有効性が期待されている。加えて，統計
生産者はローカル・データの収集・公表のサイズが選択できるとともに，利用
者は OAsや SOAsベースの統計を各自が定める各種地域区分へ纏めるのに好
都合である。ある種のデータについてはより小さな地域レベルでの公開を求め
る意見も多く，多様なディスクロージャ要求に対応できるように，イングラン
ドとウェールズについては，地方自治体の境界内に下記の３階層の SOAsを創
設することが決定された。
下 層 SOAs：人口１，０００以上，平均１，５００人。OAs群（標準は５OAs）から
形成され，２００１年センサスで用いられた標準統計表区の境域
内に区画される。
中 層 SOAs：人口５，０００人以上，平均７，２００人。下層 SOAs群から形成さ
れ，２００１年センサスの表章に用いられた２００３年の地方自治体
の境域内に区画される。
上 層 SOAs：最小限２５，０００人規模が想定されているが，具体的な内容につ
いては検討中であり，２００６年中に設定される見込みである。
実際には，３４，３７８（イングランド３２，４８２，ウェールズ１，８９６）の下層 SAOs
は，コンピュータ・プログラムにより人口規模，近接性，社会的同質性の測度
を調整しながら OAsを結合して設定された。２００４年２月に公表された境界図
は，NeSSウエッブサイト又は CD-ROMで提供されている。また，中層 SOAs
については，２段階の設定手順がとられ，まず，境界図案がコンピュータによ
り下層 SOAsと同様の方法で作成され，次に，より地方のニーズに適合した
SOAsを画定するために，地方自治体や他の地方諸機関による設計境界案に対
する意見の調整を行って，２００４年８月に，７，１９３（イングランド６，７８０，ウェ
ールズ４１３）の中層 SAOsが公表された。目下のところ下層と中層 SOAsが主
に人口や住宅統計の表章地域として利用されているが，最初の２年間は試行期
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間であり，利用の見直しや境界変更ニーズの評価を行うためのある程度の期間
をおいたうえで最終的に恒久的な SOAsが確定される見込みである。住宅団地
の開設・閉鎖等の環境変化に対応してどのように既設の SOAsを修正するかと
いうマネージメント・ポリシーについてはなお検討が進められている。
スコットランドでは，２００４年２月に「データ・ゾーン」と呼ばれる類似の
地域が公表された。この地域はイングランドとウェールズの下層 SAOsよりも
人口規模は小さく，住民数５００－１，０００人規模の６，５０５のゾーンが区画された。
また，２００５年２月に公表された「中間ゾーン」（intermediate zone）はイングラ
ンドとウェールズの下層 SAOsと中層 SAOsの中間規模であり，住民数２，５００
－６，０００人規模の１，２３５の中間ゾーンが画定された。北アイルランドでも「ス
ーパー出力地域」と呼ばれる住民数１，３００－２，８００人規模の SOAsが設定され
た。
  郵便区域
イギリスの統計地域で特筆すべきは郵便コードの便宜的利用である。英国郵
政公社が配達区域を識別するために維持している郵便コードシステムはイギリ
ス全域をカバーし，国民多数に普及している。そこで１９７０年代以降，郵便コ
ードシステムを，統計データを収集・表章するときの主要な地理検索手段とし
て用いるとともに，センサス出力地域をはじめディストリクトやウォード等々
のすべての統計地域をこのシステムに連関させている。
郵便コードは，アルファベットと数字を組み合わせた７字で構成され，４段
階の地理単位を表している。上位２字で郵便エリア（Postal Areas），４字で郵
便ディストリクト（Postal District），５字で郵便セクター（Postal Sector），７字
で単位郵便コード（Unit Postcode）を表示している。上位２－４字はウォード
外コードで，下３字はウォード内コードである。ベースとなる単位郵便コード
は１５５万の少量利用者コードと２１万の大量（１日５００通以上）利用者コード
から成り，合わせて２，７５０万余りの配達ポイントをカバーしている。個々の少
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量利用者単位郵便コードには多くて１００戸，標準で１５の住所が含まれている。
最近まで，ほとんどの統計は，郵便コードを使ってデータを行政区域その他
各種統計地域に割り付けて編成してきた。しかし，郵便コードを統計地域に利
用するには限界がある。郵便コードの境界は必ずしも他の統計地域の境界と連
結しているわけではなく，約３％の単位郵便コードはウォード境界にまたがっ
ている。郵便コードが境界にまたがる場合は最も適合する地域に割り付けてい
るに過ぎない。また，郵便コードの境界は新住所の発生や郵便量の増加など配
達上の事情によって頻繁に変更されるうえに，郵便コードそのものが廃止・再
使用されることがあるため，正確にデータを割り当てるためには絶えずモニタ
ーしていなければならない。郵便コード境界と他の統計地域境界とのミスマッ
チによるデータの割り当てエラーは，選挙区等の小地域では時としてかなりの
程度になる。これらの問題を縮減するため，国家統計局の郵便コードディレク
トリーは，統計事象（個票記録）を直接に郵便コードに貼り付ける方式（Postcode
Referencing）から，GISを利用して地図上に固定されたグリッド座標に割り付
ける地理リファレンス（Geographic Referencing）へ移行しつつある。現行では，
郵便コードの重心に最も近接する住所をグリッドへ割り付け，それをデジタル
化した行政区域に同定する方式をとっている。この方式はデータの地域同定が
より正確に行われるばかりでなく，統計を地域境界や地形地物等の地理情報と
ともに視覚的に提示できるという利点がある。ただ，これによっても地域にま
たがる場合や境界変更によるある程度の住所（したがってデータ）割り付けの
誤りは避けられない。そこで，さらに住所ベースのグリッド・リファレンスへ
の移行に向けた作業が進められている２６）。
British National Gridは，グレート・ブリテンの地理データの共通リファレン
ス・フォマットであり，任意の位置をシリー諸島西方にある原点からの東方距
離と北方距離の地理座標として表示する。GISには，British National Gridリファ
レンスは通常１ｍのリソリューションで格納されている。１ｍのリソリュー
ションでのグリッド・リファレンスを用いれば，１つの住所，ただ１つの地理
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上の位置についてデータを捕捉し，それらを座標上にデジタル区画された境界
をもつ任意の地域について集計することが可能である。
５ その他の統計地域
  イギリス内のヨーロッパ共同体の統計地域
ヨーロッパ共同体では，域内の地域統計の比較可能性を保つため，統計の作
成・表章においては統一して NUTS（Nomenclature of Units for Territorial Statistics）
および LAU（Local Administrative Unit）という空間単位の階層分類を使用する
ように規制されている。この階層は，最上層に各加盟国，その下層に NUTS
レベル１～３，さらに LAUレベル１，２が設定されている。LAUは２００３年
７月に従前の NUTS４，５に替えて導入された行政地域であり，境界の変更に
伴って定期的に更新される。一方，NUTSレベル１～３は数年間固定し定期的
に修正することになっている。
イギリス内の EU統計地域は，NUTSレベル１は１２地域（９地域総合局地
域とスコットランド，ウェールズ，北アイルランド），NUTSレベル２は３７地
域（イングランドではカウンティ／カウンティ群），NUTSレベル３は１３３地
域（同カウンティ／ユニタリー・オーソリティ群），LAUレベル１は４４３地域
（同ディストリクト／ユニタリー・オーソリティ），LAUレベル２は約１１，０００
地域（選挙区）から構成されている。
  通勤圏
通勤圏（Travel to Work Areas : TTWAs）は，労働市場の分析・計画のため
に導入された地域であり，国家統計局は多様な通勤パターンを包括して通勤圏
を設定している。設定基準は，地域内に居住する労働力人口の少なくとも７５％
が当地域で就業し，かつ当地域内就業者の少なくとも７５％が当地域内に居住
している地域となっている。定義では，通勤圏の就業者は最小限３，５００人以上
となっているが，実際にはほとんどの通勤圏ははるかに大きく，例えばロンド
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ン全域と周辺地域が１つの通勤圏となっている。１９９８年に，１９９１年センサス
の居住地・就業地情報から，１９９１年選挙区をベースに３０８の通勤圏が設定さ
れている。
その他に，国家統計が表章される制度的地域には，その他の各種の行政機能，
公益事業の管轄区域があるが，ここでは取り上げない。
６ む す び
以上，本稿では，最近のイギリスにおける各種統計地域の定義と導入の背景，
設定状況を地域統計の利用需要と関連させながら考察してきた。最後に，統計
地域の形成と統計表章についての新たな展開方向を示すことで本稿のむすびと
したい２７）。
イギリスでは，政府近代化の一環として，地域政策についても各省庁にまた
がる縦割り行政を改め，集中化が図られようとしている。ところが，これまで
各省庁が同じ地域に対して異なる名称とコードを採用し，設定される統計地域
の定義や境界域も必ずしも相互に合致するものではなかった。イギリスでは地
名やコード，地域境界などの変更がしばしば行われるため，地域統計の齟齬は
統計の利用可能性や信頼性にかなりの影響を与えていた。そこで，国家統計局
は統計地域の定義や地域名，コード，境界域の標準化を進めるとともに，新た
な地域統計の編成方式に取り組んでいる。
まず，各種地域統計の改善を図るために，より弾力的で将来指向形の地域設
定方式の採用すなわち，すべての統計地域の基礎ビルディング・ブロックとし
て望ましい統計的特性をもった出力地域 OAsの開発・導入が進められている
ことである。安定的な単位地域をベースにデータを収集・蓄積し，この基礎デ
ータを集計・最適マッチング・再配分しながら積み上げることにより，あらゆ
る階層の地域統計をより正確にしかもディスクロージャ管理を行いつつ編成・
公表することが可能となる。国家統計局は，国家統計全体について OAsや SOAs
方式でのデータベース作成を推奨しているところであり，今後は，様々な分野
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の統計を各地域レベルで比較あるいは加工することが一層容易になるであろ
う。
さらに，データを行政地域やその他統計地域に郵便コードを用いて直接割り
当てる従来の方式に替えて，住所ベースで同定されたデータの個々の記録に１
ｍ・リソリューションのグリッド・レファレンスを付加し，この単位記録デー
タを OAs等の形式的な最下層単位出力地域に割り付け提示する方式へ順次移
行しつつある。グリッド・レファレンス方式ではどのようにも地域を細分・組
成することができるので，将来のあらゆる潜在的な地域について統計を編成す
ることが可能であり，データの質も改善される。
これらの地域統計改善策はすでに各省主管大臣によって標準方式として承認
され，まさにこれから全省庁で実施されようとしているところである。今後は，
新方式が普及するにつれて，地域統計の利用可能性，有効性，信頼性が，とく
に小地域統計において，一段と改善されることが期待される。このようなイギ
リスにおける地域統計制度の新たな展開は，わが国の地域統計のあり方を考え
るうえで多くの示唆を与えるものである。
（本稿は，２００４年度松山大学国外研究による研究成果の一部である。）
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